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インストラクター認定更新料を必要とする背景

・システム維持料・使用料

・システム改修費用

・ICLSコース：Webシステムの利便性向上

・ICLS 指導者養成WS：インストラクターの質の担保：2020年から新制度に移行

・BLSコース：運営の改善・未来へのシステム作り

→現在ICLSシステム使用料やICLSコース企画運営委員会開催の諸経費は救急
医学会からの予算として負担：救急医学会会員費も値上げあり



インストラクター認定更新料の徴収に関して
対象：

下記施行日程以降、各更新要件を満たしたICLSコースのコースディレクター、イン
ストラクターの方々

日本救急医学会会員、非会員を問わない

ICLS認定インストラクターを初回に新規申請する際には徴収しない

施行予定日：

ホームページやインストラクターメール、日本救急医学会総会・学術集会や地方
会等で案内してきた通り、2020年４月1日よりシステムの稼働開始を予定



インストラクター更新料の徴収に関して
更新料：

２年毎の更新時に2000円を、認定ICLSインストラクターの更新料金およびシス
テム使用料として徴収

支払い方法：

クレジットカード決済及び郵便振り込み、前者を原則とする。

利用可能なクレジットカード：Visa・Mastar・JCB・AMEX・DINERS

支払い期限：

更新月の翌翌月の末日まで→以降は更新料未払い者としての対応となる

【支払いが確認できるまでは画面ロック：後述】



支払い反映までのフロー



インストラクター認定更新料入金システムへの反映

・クレジットカード決済では、システムに即時反映される。

（インストラクター更新を忘れて参加したコース参加当日でも可能）

・郵便振り込み分は、救急医学会で会費支払いの確認後に作業を行うため、
システムへの反映に最長2ヵ月かかる。

◎コース申請や結果登録への影響が危惧されるため、引き続きアナウンスを
行っていくが、更新料未払いによるコース運営の影響に関しては、委員会とし
ては対応しない。

※現在、FAQ内に更新料システムに関する内容の掲載も予定している



メール送信とログイン画面表示に関して
・メール送信時：２年毎の更新月、その1か月後、その2か月後の3回にわたりメー
ルのみで未払いの者には連絡を続ける。電話、FAX、郵送等の手段は利用も対
応もしない。またログイン画面で更新料の入金が必要な旨を提示する：次項

・メール送信先：

A. インストラクター個人情報に記載されている個人のメールアドレス

ただしメール宛先エラーとなっても事務局として個別の対応は行わない

～ICLSインストラクターには確実に連絡がつく個人アドレスの変更周知を行う

～支払い月にはログイン後のメニュー画面にメッセージを表示する：次項

B. 推薦をしたコースディレクターのメールアドレス：未入金インストラクター

※更新月から2カ月がたっても未払いのインストラクターについては、推薦をした
コースディレクターに督促メールを送信する（その後の責任は追及、関与しない）

～更新月から3か月後の初日に更新料を未払い者はログイン後のメニュー画面
は自動的にロックされるとともに、メッセージを表示する：次項



画面イメージ（①更新月案内→②ロック警告）



メールの届かないインストラクターへの周知
・推薦ディレクター経由でアナウンスする（対象インストラクターの更新翌翌月）。

・ICLSシステムからのメールが届かないためにシステムの個人利用が出来なく
なる事も想定される。各インストラクターにICLSに登録しているメールアドレス、
ID、PWを「個人情報の変更」から確認して頂き、必要に応じて変更して頂く。

→ICLSホームページ、ディレクター・インストラクターメール、救急医学会、地方
会、各地区担当委員やコースディレクターの協力を仰ぎ、システム開始後も繰
り返しアナウンスしていく。

・ログイン画面においてメッセージ表示やロック画面となること、ICLSコースにお
いてシステム利用が不可能となることで自身が更新料未払いであることを確
認できる。インストラクター認定更新料の未払いが続けば、これ以降の連絡を
配信することはなく、インストラクターやディレクター資格の失効へと移行する。



認定更新料を未払いの者への対応

・ログイン後のメニュー画面をロック画面に差し替える。

・認定更新料の入金が確認されたら解除となる。

→ロック中でも「個人情報の変更」と「更新費支払い」（インストラクター認定更
新料金振り込み）の2項目に関してのみアクセスができる仕様とする：後述

・この2項目は現在インストラクターログイン画面から移動してアクセスができる
が、今後はICLSホームページにアクセスすれば目立つ位置に新たにバナーを
設置することを予定している。



認定更新料請求フロー（クレジット決済）



認定更新料再請求フロー（クレジット決済）



クレジットカード決済イメージ画面



ロック画面：予定画面

・認定更新料の支払いが終了するまでは上記「個人情報の変更」と
「更新費支払い」のメニューしか使用できない



ロック画面
・前記「個人情報変更」または「更新費支払い」についてのアクセスは

今まで通りインストラクターログイン画面から

今後はICLSホームページアクセスの際に新たなバナーを目立つ位置に設置

で利用できるように普及していく。

・ロック及びロック解除作業は自動で行い、手動の作業は行わない。

→いかなる緊急時でも救急医学会事務局やICLS企画運営委員会委員へ問い
合わせを頂いても手動での解除作業は行う権限がない。



ロック画面に移行した際の不利益

・ディレクター：コース申請入力および結果登録が行えなくなる

（更新月前に申請できていたコースが更新月後に結果登録できなくなる可能性含）

・インストラクター：指導者登録が行えなくなり実績が残せなくなる

→ロック中は、認定インストラクターとして活動が出来ない。

「当該コース日の指導資格を有する者のみが認定インストラクターとして参加可能
である」旨を事前に重々承知頂くように周知に努める。

認定更新料未払いによるコースへの影響に関しては、委員会としては対応しない。



ロック解除フロー（クレジット決済）



認定更新料請求フロー（郵便払込）



再請求、ロック解除フロー（郵便払込）



ロック解除をされた際のインストラクター資格開始日

ロック解除時のインストラクター資格開始日は、当初の更新予定日とする。

（未入金の支払いにより入金日の入金月から2年間の有効期間に変更され
ることはない。引き続き２年毎の誕生月のシステムとなり機能は継続する）



まとめ
・時代に即した日本救急医学会BLSコース、ICLSコース、ICLS指導者養成WSを健
全に維持、継続をしていくに当たり、各コースの円滑な運営と質の保持を行う
べく、必要となるシステムの機能の充実及び拡充に関する費用の捻出が急務
な事態となっている。

・ICLS企画運営委員会での慎重な議論の結果、本システムが稼働する2020年4
月1日より、インストラクターの更新要件に「インストラクター認定更新料として2
年間に2000円を入金していること」の事項を追加する予定である。

・上記承認が得られた際の本システム稼働は2020年4月からを予定している。

・ICLSコース企画運営委員会からのメールが確実に届くメール
アドレスでない方は、ログイン画面から個人情報にアクセスし
て変更するように周知願います。



再確認
本内容は2019年7月1日のICLS企画運営委員会で決済した。

2020年4月1日より生じるシステムの追加や変更から、認定
ICLSインストラクター制度も2020年4月1日より、認定更新料お
よびシステム使用料として、２年毎の更新時に2000円の入金
が必要となります。

ICLSコース企画運営委員会からのメールが確実に届くメール
アドレスをお持ちでないインストラクターやコースディレクター
がいらっしゃいましたら、ログイン画面から個人情報にアクセ
スして変更するように周知願います。



最後に

◎ICLSコース企画運営委員会からのメールが
確実に届くメールアドレスをお持ちでないイン
ストラクターやコースディレクターがいらっしゃ
いましたら、ログイン画面から個人情報にア
クセスして変更するように周知願います。

日本救急医学会ICLSコース企画運営委員会


